
〈ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
済
ス
パ
イ
活
動
の
現
状
と
対
策
ω
〉

２
０
２
１
年
に
摘
発
さ
れ
た

４
つ
の
ス
パ
イ
事
件

は

じ

め

に

昨
今
の
米
中
対
立
を
背
景
と
し
て
、
先
進
諸
国
で
は
先
端
科
学

技
術
の
国
外
流
出
防
止
が
経
済
安
全
保
障
上
の
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
企
業
や
大
学
な
ど
が
有
す
る
先
端
技
術
が
外
国
に
流

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
企
業
や
大
学
が
損
失
を
こ
う
む

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
全
体
の
競
争
力
が
低
下
す
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
技
術
が
軍
事
転
用
可
能
な
技
術
、

い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術

（軍
民
両
用
技
術
）
で
あ
っ
た

場
合
に
は
、
ひ
と
た
び
外
国
に
流
出
す
れ
ば
、
日
本
の
安
全
保
障 帝

京
大
学
助
教

久
保
田
　
隆

に
と

つ
て
直
接
的
な
脅
威
と
な
り
う
る
た
め
、
よ
り
厳
格
な
管
理

・
保
護
体
制
を
要
す
る
。

先
端
科
学
技
術
の
流
出
に
は
、
合
法
な
手
段
に
よ
る
場
合
と
非

合
法
な
手
段
に
よ
る
場
合
と
が
携
窺
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
大

量
破
壊
兵
器
や
そ
の
製
造
手
段
と
な
り
う
る
技
術
や
製
品
の
輸
出

管
理
の
問
題
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
１
９
８
７
年
に
発
生
し
た
東

芝
機
械
事
件
を
受
け
て
、
輸
出
管
理
体
制
が
強
化
さ
れ
る
に
至

っ

た
。
ま
た
、
直
近
の
例
と
し
て
、
２
０
２
２
年
５
月
■
日
に
成
立

し
た
経
済
安
全
保
障
推
進
法
に
お
い
て
、
第
四
の
柱
と
し
て
特
許

の
非
公
開
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
特
許
出
願
か

ら

一
定
の
期
間
が
過
ぎ
、
発
明
が
公
開
さ
れ
れ
ば
、
非
合
法
な
手
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段
を
用
い
ず
と
も
そ
の
発
明
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
埓
る
。
し
た

が
つ
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
合
法
な
手
段
に
よ
る
技
術
流
出
へ
の
対

策
の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に

も
、
通
常
の
経
済
活
動
や
人
の
移
動

（特
に
留
学
生
や
研
究
者
の

移
動
）、
投
資
と
い
っ
た
合
法
的
な
活
動
を
通
じ
た
技
術
移
転
に

も
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
姑
し
て
、
本
連
載
で
扱
う
経
済
ス
パ
イ
活
動
は
、
非
合

法
な
手
段
に
よ
る
技
術
流
出
の
最
た
る
例
だ
と
い
え
る
。
２
０
２

０
年
１
月
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
元
社
員
が
逮
捕
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
機
密
漏
洩
事
件
で
は
、
元
社
員
が
在
日
ロ
シ
ア

通
商
代
表
部
の
外
交
官
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、
金
銭
を
得
る
の
と
引

き
換
え
に
、
同
社
の
機
密
情
報
を
漏
洩
し
た
と
さ
れ
る
。
元
社
員

に
は
、
２
０
２
０
年
７
月
９
日
、
不
正
競
争
防
止
法
違
反
の
罪
で

有
罪
判
決

（懲
役
２
年

・
執
行
猶
予
４
年
、
罰
金
刑
８０
万
円
）
が

言
い
渡
さ
れ
た

一
方
で
、
機
密
漏
洩
を
そ
そ
の
か
し
た
ロ
シ
ア
外

交
官
は
、
同
罪
の
教
唆
の
疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ
る
も
、
捜
査
当

局
の
出
頭
要
請
に
応
じ
な
い
ま
ま
本
国
に
帰
国
し
た
の
で
あ

っ

た
。
．

欧
州
随

一
の
技
術
大
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
現
在
、

経
済
ス
パ
イ
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
、
外
国
情
報
機
関
員
に
よ
る

ス
パ
イ
活
動
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
対
内
情

報
機
関
で
あ
る
連
邦
憲
法
擁
護
庁
（Ｂ
ｆ
Ｖ
）
の
長
官
、
ト
ー
マ
ス

・
ハ
ル
デ
ン
ヴ
ア
ン
グ
は
、
２
０
２
２
年
５
月
１９
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１８
回
連
邦
憲
法
擁
護
庁
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
講
演
の
中

で
、
「
今
日
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
ス
パ
イ
活
動
は
、
少
な
く
と
も

冷
戦
期
と
同
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
―
―
も
し
そ

つゝ
で
な
い
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
そ
れ
以
上
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
と

っ
て
特
に
大
き
な
脅
威
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ス
パ
イ
活
動
で
あ
る
。
２
０
２
１
年
６
月
初
旬
に

『句
８
筋
」
誌
が
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
情
報
機

関
の
工
作
員
が
２
０
０
名
ほ
ど
ド
イ
ツ
に
送
り
込
ま
れ
て
い
る
と

さ
れ
る

（そ
の
後
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て

４０
名
の
外
交
官
を
追
放
。
そ
の
中
に
何
名
の
情
報
機
関
員
が
含
ま

れ
て
い
た
の
か
は
不
明
）
。
そ
れ
ら
の
工
作
員
は
、
主
と
し
て
外

交
官
の
身
分
で
、
在
ベ
ル
リ
ン

・
ロ
シ
ア
大
使
館
の
ほ
か
、
在

ハ

ン
ブ
ル
ク

・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ

ン
の
各
総
領
事
館
を
拠
点
と
し
て
、
政
治

・
経
済

・
軍
事

・
メ
デ

イ
ア
の
関
係
者
に
対
し
て
重
点
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
機
微
情

報
の
獲
得
を
試
み
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
ｆ
Ｖ
の
高
官

も
、
あ
る
取
材
に
姑
し
、
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
は
高
度
な
実
践
的
訓

練
を
受
け
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
治
安
当
局
の
監
視
の
目
を
巧
み
に

逃
れ
て
い
る
旨
述
べ
て
い
る
。
仮
に
ス
パ
イ
事
件
が
認
知
さ
れ
、



被
疑
者
を
特
定
で
き
た
と
し
て
も
、
外
交
官
の
身
分
を
有
す
る
者

は
、
国
際
法
上
、
不
逮
捕
特
権
を
有
す
る
た
め
、
接
受
国

（受
入

国
）
た
る
ド
イ
ツ
の
当
局
は
身
柄
を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ペ
ル
ソ
ナ

・
ノ
ン
グ
ラ
ー
タ

（好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
）
と
し
て

国
外
退
去
さ
せ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

連
載
第
１
回
と
な
る
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
で
ス
パ
イ
事
件
の
捜

査
を
担
当
す
る
連
邦
検
察
庁

（Ｇ
Ｂ
Ａ
）
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や

各
種
報
道
を
参
照
し
な
が
ら
、
２
０
２
１
年
に
摘
発
さ
れ
た
４
つ

の
ス
パ
イ
事
件
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（※
１
）

齊
藤
孝
祐

「先
端
技
術
情
報
の
管
理
を
め
ぐ
る
諸
課
題
」
「治

安
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
２７
巻
１２
号

（２
０
２
１
年
）
３９
頁
以
下
参
照
。

（※
２
）

本
連
載
で
は
、
ド
イ
ツ
で
一
般
的
な
用
語
法
に
な
ら
い
、
外
国

情
報
機
関
が
情
報
の
窃
取
等
に
関
与
す
る
ケ
ー
ス
を

「経
済
ス
パ
イ
」

と
し
、
も
っ
ば
ら
競
合
企
業
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
を

「産
業
ス

パ
イ
」
と
呼
称
す
る
。

（
※

うｏ
）
　

の
付
ω
昔
Ｏ
「
一①
コ
付

く
０
コ
一
田
「
＜
〓
可
「
餌
∽
一α
Ｏ
コ
計

↓
Ｊ
Ｏ
ヨ

ω
∽

Ｉ
ω
一α
ｏ
コ

ン蕉
ω
⊃
ｍ

ω
ｃ
、
α
⑭
『
コ
コ
甲

０
＜
コ
ツ
Ｏ
Ｏ
∽
一Ｃ
コ
コ
α
①
∽

口
に
つ
α
①
∽
ω
「
吾
①
め

ヽ
Ｃ
「

＜
①
乳
ω
∽
∽
Ｅ
コ
ｍ
∽
∽
Ｏ
Ｊ
に
は
【
ω
「
一
コ
Ｐ

三

ω
一
∞
ｏ
膊
∞

Ｊ

口
０
ユ
一コ

・
〈
Ｊ

，
汁
つ
の
く
＼

〓
と
く
〓
■
＜
①
「
～
ω
∽
∽
Ｃ
コ
ｍ
∽
∽
ｏ
Ｊ
ｃ
一
Ｎ

α
①
＼
Ｏ
Ｊ
Ｏ
「
Ｏ
α
□
０
０
∽
＼
「
①
α
Ｏ
う
＼

∪
ｍ
＼
的
ｏ
ω
∞
＼
熙
雨
中
ｏ
甲
コ
や
す
壁

α
①
⊃
Ｅ
ω
つ
ｍ
‘
め
＜
ョ

０
０
Ｌ

ｃ
ョ

ｊ
付
ヨ

ラ
・

（
※

４

）

生
⑤
∽
∝
ヽ
■
⊆
敲

正
ω
き
ミ

感

・
＞
万

□
Ｊ

ご
ヨ

ω
ド
①
コ

ｍ
①
ド
製

コ
，

コ
ｃ

の
の
一ω
⊃
α

∽
０
す
一Ｏ
Ａ
一

的
〇
〇

（０
０
す
０
一
ゴ
ω
ｍ
ω
コ
お
①
っ

コ
ω
ｏ
す

□
①
Ｃ
村
∽
０
す
一ω

コ
α

・
ｍ
０
０
⊂
の

Ｏ
Ｚ
Ｅ
Ｚ
ｍ

＜

↓

ｏ
・
的
ｏ
的
デ

〈
Ｊ
科
一
〇
９
＼
＼
〓
＞
竜
ｓ
ヽ
ヽ
ｏ
ｏ
に
ψ

α
Φ
＼
Ｏ
Ｏ
〓
二
本
＼
α
Ｏ
Ｃ
村
∽
Ｏ
Ｊ
一ω
つ
α
＼
①
一コ
∽
ω
丹
Ｎ
‐
ヽ
⊂
①
〒
α
Ｏ
コ
‐
本
「
①
コ
三
‐

「
Ｃ
∽
ω
一ω
う
α
‥
く
Φ
「
∽
ド
ω
①
「
バ
一
‐
∽
０
一〇
⊃
ω
ｍ
〇
一
っ
‐
α
Ｏ
Ｃ
一
∽
Ｏ
Ｊ
一ω
⊃
α
‐
的
０
０
‥

ｍ
ｏ
す
０
ギ
ヨ
ω
ｍ
Ｏ
つ
付
①
⊃
二
「
イ
く
０
「α
①
Ｏ
た
計０
コ
‐０
一コ
勒
ω
一Ｎ
‐
一α
‐
コω
ω
の
一ω
め
〇
・

ゴ
舟ヨ
▽

（※
５
）

こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「２
０
２
１
年
に
ド
イ
ツ

連
邦
検
察
庁
が
摘
発
し
た
２
つ
の
ス
パ
イ
事
件
」
東
京
大
学
先
端
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
経
済
安
全
保
障
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ω
Ｏ
ｏ
滸
＜
Ｏ
Б

（２
０
２
１
年
）
Ｇ
鮮
つ
ミ̈
一０
・３
ω
∽
お
写
ドｏ
Ａ
＜
ｏ
ω
０
３
＼
①
撃
０
＼〓
マ

〇
〇
コ
ト①
⊃
付＼
⊂
０
一Ｏ
ω
ａ
∽
＼
∞ｏ
中
コ＼
〇∞＼
ωＯ
ω
コＯ
ＮωＯ‐
コ
①
Ｏ
Ｏ
ユ
ド
く
０
一ω
・Ｏ
α
）ヽ
、

同

「ド
イ
ツ
で
活
発
化
す
る
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
活
動
」
東
京
大
学
先
端

科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
経
済
安
全
保
障
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
劃
①
Ｏ
ｏ
舟

＜
Ｏ
Ｓ

（２
０
２
１
年
）
今
営
０
∽
ミ̈
「ｐ
お
ω
猟

宇
ｇ
Ｃ
Ｐ
ω
ｏ
・一０
＼

①
ω
「０
＼
〓
つヽ
‥０
０
コ
ト
①
コ
ト＼
に
０
一〇
ω
α
∽
＼
ω
Ｏ
ω
〕＼
〕〇
＼
∞〇
的
コＯ
Φ
ω
∞‐
コ
ω
０
０
「卜‐

く
０
一ｍ
・Ｏ
α
）ヽ
と‐Ⅸ
参
昭
【
。

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
平
面
図
漏
洩
事
件

２
０
２
１
年
２
月
１２
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
検
察
庁
は
、
首
都
ベ
ル

リ
ン
の
中
心
部
に
位
置
す
る
連
邦
議
会
の
建
物
の
平
面
図
を
ロ
シ

ア
の
情
報
機
関
員
に
提
供
し
た
疑
い
で
、
ド
イ
ツ
国
籍
の
Ｆ
氏

（５５
。
当
時
）
を
ベ
ル
リ
ン
高
裁
に
起
訴
し
た
。
罪
名
は
、
「諜
報

機
関
の
工
作
員
活
動
罪
」
で
あ
っ
た

（ド
イ
ツ
刑
法
９９
条
１
項
ｌ

号
。
以
下
、
「諜
報
活
動
罪
」
と
略
雁
平

同
庁
の
２
０
２
１
年
２

月
２５
日
付
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
各
種
報
道
に
よ
れ
ば
、
事
件
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
の
社
員
で
あ
っ
た
Ｆ
は
、
連
邦
議
会
内
の
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電
子
機
器
類
の
保
守
点
検
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
議

会
の
建
物
の
平
面
図
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
委
託
業
者

ヘ

の
平
面
図
の
提
供
そ
れ
自
体
は
、
業
者
が
所
定
の
作
業
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
合
法
で
あ

っ
た
。
Ｆ
は
こ
れ
を
利
用

し
て
、
遅
く
と
も
２
０
１
７
年
９
月
初
め
頃
、
み
ず
か
ら
す
す
ん

で
ロ
シ
ア
の
情
報
機
関
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
決
意

し

、

平

面

図

の

Ｐ

Ｄ

Ｆ

デ

ー

タ

を

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｒ

Ｏ

Ｍ

に

保

存

し

た

う

え
で
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
諜
報
機
関
Ｇ
Ｒ
Ｕ
所
属
と
み
ら
れ
る
在
ベ

ル
リ
ン
・
ロ
シ
ア
大
使
館
の
軍
事
ア
タ
ッ
シ
ェ

（駐
在
武
官
）
に

送
付
し
た
。

Ｆ
が
捜
査
線
上
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
連
邦
刑
事
警
察
庁

（Ｂ
Ｋ

Ａ
）
が
連
邦
議
会
の
管
理
部
門
を
捜
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
面

図
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
が
Ｆ
の
勤
務
先
の
会
社
宛
に
送
信
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
当
局
は
、
同

年
に
は
す
で
に
捜
査
を
開
始
し
、
２
０
１
９
年
に
は
Ｆ
の
勤
め
先

の
会
社
や
自
宅
の
捜
索
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
１
年
Ю
月

２８
日
、
ベ
ル
リ
ン
高
裁
に
て
、
Ｆ
に
対
し
て
２
年
の
拘
禁
刑

（執

行
猶
予
付
き
）
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
は
、
旧
東
独

（Ｄ
Ｄ
Ｒ
）
の
国
家
人
民
軍

の
元
将
校
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
１
９
８
４
年
か
ら
１
９
９
０

年
に
か
け
て
、
国
家
保
安
省

（Ｍ
ｆ
Ｓ
、
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
タ
ー

ジ
）
の
非
公
式
協
力
者

（Ｉ
Ｍ
）
で
も
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
も

っ

生
も
ヽ
今
般
発
覚
レ
た
事
件
以
前
に
は
、

ロ
シ
ア
と
の
接
点
は

，

か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
犯
行
の
動
機
に
つ
い
て
、
報
道
で
は
、
Ｆ

は
金
に
困

っ
て
ロ
シ
ア
の
諜
報
機
関
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
図

っ
た

も

の
と
さ
れ

て

い
る
が
、
そ
れ
以
上
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い

な
い
。

（※
６
）

諜
報
活
動
罪
の
規
定
の
邦
訳
は
、
拙
稿

「Ｗ
ｉ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｉ

ド
イ
ツ
の
経
済

・
産
業
ス
パ
イ
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
東
京
大
学
先
端

科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
経
済
安
全
保
障
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
①
つ
０
舟

く
０
話

（
２
０
２
１
年
）

今
庫
０
一ミ
一０
・Б
ω
４

写
ｇ
本
＜
ｏ
ω
ｏ
・Ｊ
＼
①
戦
０
＼

〓
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‐０
０
コ
ド
ω
コ
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α
め
ヽ
中
Ｏ
ω
“＼
〇
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＼
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０
中
コ
〇
ミ
０
“‐
コ
①
つ
０
「村
ｌ
く
〇
一的

１

扁
く
・０
景
）
９
頁
を
参
照
。

（※
，′
）
　
０
つ
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コ
ω
ｍ
Ｏ
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「
コ
Ｃ
∽
∽
一ω
う
α
‐
＞
つ
ｍ
Ｏ
Ａ
一ω
ｍ
科
Φ
「
≦
０
「
０
一ω
∽

，

一三
）
ご
雨
Ｆ
引
く

ω仰
呻
・
∞ｏ
壁
・
〈ゴ
蘇
Ｏ
η
＼
〓ヽ
〓
重
≦
壁

，
α
①
ヽ
つ
ｑ
芹
ズ
ヽ

α
①
⊂
付
∽
Ｏ
Ｊ
一ω
コ
α
＼
ω
「，
一０
一ω
的
中
剖
〇
い
刊
〇
∞
〇
ヽ
［）①
⊂
卜
∽
０
す
Φ
「ユ
ミ
①
ｍ
Φ
っ
‐

０
つ
一〇
コ
ω
ｍ
ω
‐ヽ
ｃ
①
「・コ
⊂
∽
∽
一ω
コ
α
∽
ム
リ
Ｏ
Ｊ
①
■
ゴ
ａ
一〇
つ
の
卜‐ω
⊃
ｍ
Ｏ
本
一ω
ｍ
●

Ｊ
付⊃⊃
一〉
・

ロ
シ
ア
人
研
究
員
ス
パ
イ
事
件

ド
イ
ツ
連
邦
検
察
庁
は
２
０
２
１
年
６
月
２．
日
、
ア
ウ
ク
ス
プ

ル
ク
大
学
所
属
の
ロ
シ
ア
人
研
究
員

・
Ｎ
氏

（２９

。
当
時
）
を
諜

報
活
動
罪
の
疑
い
で
逮
捕

・
勾
留
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。



Ｎ
は
、
同
大
学
の
メ
カ
ニ
カ
ル

・
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
研
究
室
に

て
学
術
助
手
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
素
材
の
軽
量
化
に
必
要
な

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
材
料
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
。
同
研
究
室
は
、

企
業
へ
の
協
力
も
行
っ
て
い
た
。
連
邦
検
察
庁
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
は
、
２
０
２
０
年
１０
月
初
旬
以
降
に
少
な
く
と

も
３
回
、
在
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
・
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
に
勤
務
す

る
ロ
シ
ア
の
対
外
情
報
機
関

・
Ｓ
Ｖ
Ｒ
の
職
員
に
会
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
２
回
は
、
現
金
と
引
き
換
え
に
、
・大
学

内
で
得
た
情
報
を
提
供
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
高
裁
で
行
わ
れ
た
裁
判
に
お
い
て
Ｎ
は
、
「私

は
工
作
員
で
は
な
い
」
と
供
述
し
、
事
実
を
否
認
し
た
。
Ｎ
は
、

公
開
情
報
を
ロ
シ
ア
総
領
事
館
の
職
員
に
提
供
し
た
こ
と
は
認
め

た
も
の
の
、
職
員
が
従
事
し
て
い
た
活
動
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら

な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
で
は
、
会
合
を
重
ね
る

う
ち
に

「情
報
機
関
員
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
い
を
抱
い
た
こ
と

が
認
定
さ
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
１３
日
、
Ｎ
に
対
し
て
１
年
の
拘

禁
刑

（執
行
猶
予
付
き
）
を
言
い
渡
し
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
南
西
部
の
街

・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

に
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
犯
罪

・
安
全

・
法
研
究
研
究
所
に

て
経
済
ス
パ
イ

・
産
業
ス
パ
イ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｋ

Ｏ
Ｓ
」
を
主
導
し
た
ミ
ヒ
ャ
エ
ル

・
キ
ル
ヒ
リ
ン
グ
上
席
研
究
員

は
、
Ｎ
の
逮
捕
直
後
に
行
わ
れ
た
学
生
向
け
雑
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
本
件
は
、
意
思
と

認
識
を
有
す
る
内
部
犯
に
よ
る
犯
行
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
例
外
的
で
あ
る
。
本
事
件
は
、
本
格
的
な
諜
報
活
動

に
先
立

っ
て
、
標
的
に
あ
た
り
を
つ
け
る
た
め
に
行
わ
れ
る
ス
パ

イ
行
為
を
少
し
ば
か
り
想
起
さ
せ
る
」
。
さ
ら
に
、
同
氏
は
、
「な

ぜ
大
学
が
狙
わ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
、
「外
国
の
諜

報
機
関
は
、
商
業
的
な
成
功
の
見
込
み
が
あ
る
も
の
す
べ
て
に
関

心
を
も

つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
機
関
は
、
特
に
、
潜
在

的
に
軍
事
的
利
益
が
あ
る
も
の
に
焦
点
を
絞

っ
て
い
る
。
想
像
す

る
に
、
ア
ウ
ク
ス
プ
ル
ク
の
事
件
も
そ
う
だ

っ
た
の
で
は
な
い

か
。
容
疑
者
が
従
事
し
て
い
た
研
究
は
、
航
空
機
や
自
動
車
の
製

造
に
も
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
研
究
に
外
国
の
軍

は
常
に
関
心
が
あ
る
も
の
だ
」
と
答
え
て
い
る
。

（
※
ｏＤ
）
　
コ
α
∽
∽
一の
０
す
０
「
ぢ
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∽
〇
つ
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ω
コ
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〉
・
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Ｌ
博
士
二
重
ス
パ
イ
事
件

２
０
２
１
年
７
月
６
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
検
察
庁

（Ｇ
Ｂ
Ａ
）

は
、
政
治
学
者
の
Ｌ
博
士

（７５
。
当
時
）
を
逮
捕
し
た
こ
と
を
発

表
し
た
。
そ
の
前
日
、
滞
在
先
の
イ
タ
リ
ア
か
ら
帰
宅
し
た
Ｌ

は
、
家
の
前
で
待
ち
構
え
て
い
た
警
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た

（聖
６
日
、
勾
留
は
不
要
と
さ
れ
釈
放
）。
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
は

長
年
、
ド
イ
ツ
の
対
外
情
報
機
関
で
あ
る
連
邦
情
報
局

（Ｂ
Ｎ

Ｄ
）
の
情
報
提
供
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
実
は
、
そ
の
裏

で
、
中
国
の
情
報
当
局
に
対
し
て
も
情
報
を
提
供
し
て
い
た
、
い

わ
ゆ
る
二
重
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
。

連
邦
検
察
庁
は
、
以
前
か
ら
Ｌ
に
目
を
つ
け
て
お
り
、
諜
報
活

動
罪
の
嫌
疑
で
捜
査
を
進
め
て
い
た
。
２
０
１
９
年
１１
月
２３
日
、

捜
査
官
が
Ｌ
の
自
宅
を
訪
れ
、
捜
索
令
状
を
提
示
し
た
と
き
、
Ｌ

と
そ
の
妻

・
Ｋ
は
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
空
港
に
向
け
て
ま
さ
に
出
立

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
公
共
放
送
連
盟

（Ａ
Ｒ
Ｄ
）
に

よ
る
と
、
夫
妻
は
、
Ｌ
の
指
導

・
監
督
を
担
当
す
る
中
国
の
情
報

機
関
員
ら
と
面
会
す
る
べ
く
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
か
ら
マ
カ
オ
ヘ
と

向
か
お
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
捜
査
官
は
、
Ｌ
の
自
宅
を

徹
底
的
に
調
べ
あ
げ
、
旅
行
鞄
を
捜
索
し
、
多
数
の
記
録
媒
体
と

パ

ソ
コ
ン
を
押
収
し
全
麺
。
そ
し
て
ヽ
２
０
２
１
年

５
月
２０
日
、
夫

妻
丁
在
宅
起
訴
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
２
年
４
月
２９
日
、
夫
妻
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
２

年

（Ｌ
）
と
１
年
６
月

（Ｋ
）
の
拘
禁
刑
が
宣
告
さ
れ
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
た

（
い
ず
れ
も
執
行
猶
予
付
き
）。
判
決
自
体
は
、
前

年
の
１２
月
に
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
４
か
月
後
に
よ
う
や
く
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
判

決
で
は
、
さ
ら
に
、
中
国
側
か
ら
得
た
利
益
に
相
当
す
る
６
万
ユ

ー
ロ
の
没
収
も
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

政
治
学
者
の
Ｌ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
Ｌ
は
長
年
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ

（キ
リ
ス
ト
数
社
会
同
盟
）
と

関
係
の
深
い
ハ
ン
ス
・
ザ
イ
デ
ル
財
団
の
職
員
で
あ
る
と
同
時

に
、
連
邦
情
報
局
の
イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト

（情
報
提
供
者
）
で
も

あ
っ
た
。
Ｌ
は
、

５０
年
以
上
も
の
間
、
ド
イ
ツ
の
対
外
情
報
機
関

で
あ
る
連
邦
情
報
局

（Ｂ
Ｎ
Ｄ
）
の
指
示
の
も
と
動
い
て
い
た
の

で
あ
る
却
ま
た
、
最
近
ま
で
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
本
部
が
あ
っ
た
ミ
ユ
ン
ヒ

エ
ン
近
郊
の
街

・
プ
ラ
ッ
ハ
に
出
入
り
し
て
お
り

（２
０
１
９
年

２
月
に
ベ
ル
リ
ン
に
移
転
）、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
上
層
部
と
の
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
も
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
報
道
で
は
、
「ど
う

や
ら
Ｂ
Ｎ
Ｄ
は
、
Ｌ
が
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
過
程
で
得
た
仕
事
上
の

交
友
関
係
に
大
き
な
価
値
を
見
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
も



評
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｄ
に
よ
る
と
、
Ｌ
は
、
１
９
８
０
年
代
の
は
じ
め
に
、
Ｃ

Ｓ
Ｕ
に
近
い
関
係
に
あ
る
ハ
ン
ス

・
ザ
イ
デ
ル
財
団
に
職
を
得
て

以
来
、
客
員
講
師
な
ど
の
身
分
で
、
数
々
の
国
外
出
張
の
機
会
を

得
、
旧
ソ
連

・
ロ
シ
ア
や
バ
ル
カ
ン
半
島
、
南
ア
フ
リ
カ
、
南
ア

ジ
ア
な
ど
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（そ
の
う
ち
の

一
部

は
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ

っ
た
）
。
同
財
国
で
定
年

を
迎
え
た
際
、
Ｌ
は
、
国
際
安
全
保
障
政
策
部
門
の
長
を
務
め
て

い
た
。
定
年
後
、
Ｌ
は
、
自
身
が
設
立
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ

る

「越
境
学
研
究
所
」
の
所
長
に
就
任
し
、
ミ
ュ
ン
ヒ
エ
ン
近
郊

の
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
に
あ
る
自
宅
と
イ
タ
リ
ア
の
南
チ
ロ
ル
地
方
に

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
付
き
の
邸
宅
を
行
き
来
し
な
が
ら
研
究
所

を
運
営
し
て
い
た
と
さ
れ
る

（事
件
後
に
閉
鎖
し
た
と
み
ら
れ

る
）
。Ｂ

Ｎ
Ｄ
と
越
境
学
研
究
所
と
の
間
で
も
、
海
外
か
ら
ゲ
ス
ト
を

招

い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
な
ど
に
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
職
員
が
同
席
す
る
と

い
っ
た
形
で
、
交
流
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｄ
は
、

こ
の
研
究
所
が
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
出
先
機
関
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

も
、
ま
た
、
Ｌ
が
Ｂ
Ｎ
Ｄ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
し
て
い
た
の

か
に
つ
い
て
も
回
答
せ
ず
、
そ
の
業
務
内
容
に
関
す
る
質
問
に
つ

い
て
は

「立
場
を
明
ら
か
に
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

連
邦
検
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
Ｌ
が
中
国
の
情
報
機
関
と
接

点
を
も

っ
た
の
は
、
定
年
間
近
の
２
０
１
０
年
６
月
、
同
済
大
学

で
講
演
を
す
る
た
め
に
上
海
に
滞
在
し
た
と
き
で
あ

っ
た
と
い

う
。
Ｌ
は
、
捜
査
官
に
対
し
、
中
国
の
情
報
機
関
員
か
ら
勧
誘
を

受
け
た
際
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
に
報
告
し
た
と
語

っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｄ
は
、

そ
れ
を
受
け
て
、
Ｌ
に
対
し
、
誘
い
に
乗
る
よ
う
背
中
を
押
し
た

と
い
う
。
中
国
側
は
当
初
、
Ｌ
を
、
ミ
ュ
ン
ヒ
エ
ン
に
拠
点
を
置

く
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
に
送
り
込
も
う
と
し
て
い
た
が
、
と
は
そ

れ
に
は
応
じ
な
か
っ
た
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

中
国
側
の
情
報
機
関
員
は
、
Ｌ
に
対
し
て
、
暗
号
化
さ
れ
た
情

報
伝
達
の
た
め
の
技
術
支
援
を
行

っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。　
一

方
、
Ｌ
が
中
国
側
に
何
を
提
供
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
の
情
報
機
関
が
Ｌ
と
Ｂ
Ｎ
Ｄ
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
”
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英
国
大
使
館
現
地
職
員
ス
パ
イ
事
件

２
０
２
１
年
８
月
１０
日
、
在
ベ
ル
リ
ン

・
英
国
大
使
館
に
現
地

職
員
と
し
て
勤
務
す
る
英
国
籍
の
Ｓ
氏

（５７
・
当
時
）
が
、
諜
報

活
動
罪
の
疑
い
で
逮
捕
さ
携
漣
。
同
氏
は
、
遅
く
と
も
２
０
２
０

年
■
月
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
情
報
機
関
員
に
対
し
、
訪
問
者
の
リ
ス

ト
な
ど
の
書
類
を
提
供
し
て
い
た
ほ
か
、
少
な
く
と
も
１
回
は
、

ド
イ
ツ
外
務
省
の
職
員
に
関
す
る
情
報
提
供
も
行
っ
た
と
い
う
。

ほ
か
に
も
、
テ
ロ
の
抑
止
に
関
す
る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
た
と
も

報
じ
ら
れ
て
い
る

（
い
ず
れ
の
国
に
お
け
る
テ
ロ
計
画
か
は
不

明

。
逮
捕
の
翌
日
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
外
務

省
の
報
道
官
は
、
「
ド
イ
ツ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
同
盟
国

（英

国
）
に
対
す
る
諜
報
活
動
が
ド
イ
ツ
の
地
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ

と
は
、
と
う
て
い
受
け
入
れ
が
た

い
」
と
語

っ
た
。
そ
の

一
方

で
、
「
ド
イ
ツ
当
局
は
、
そ
の
ロ
シ
ア
情
報
機
関
員
を
特
定
し
た

の
か
？
　
そ
の
人
物
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ロ
シ
ア
大
使
館
の
職
員
な

の
か
？
」
と
い
っ
た
記
者
の
質
問
に
対
し
て
は
、
今
般
の
諜
報
活

動
が
ロ
シ
ア
の
情
報
機
関
か
ら
の
依
頼
で
行
わ
れ
た
と
い
う
情
報

を

「非
常
に
深
刻
に
」
受
け
止
め
て
い
る
、
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

（】
Ｈ
）

っ
上に
。

一
〒
ン
ユ
ピ
ー
ダ
ル
」
誌
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
の
逮
捕
は
、
ド

イ
ツ
当
局
と
英
国
当
局
の
共
同
作
戦
の
成
果
だ
っ
た
と
い
う
。
Ｓ

の
犯
行
が
発
覚
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
同
氏
の
銀
行
日

座
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
用
履
歴
で
あ
っ
た
。
捜
査
員
は
、

Ｓ
が
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
、
日
座
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
こ

と
も
、
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
日
常
的
な
金
銭
の
や
り
と
り
を
す
べ
て
ロ
シ
ア
の
情
報
機

関
か
ら
受
け
取
っ
た
現
金
で
済
ま
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推

論
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
２
０
２
２
年
４
月
４
日
、
Ｓ
の
身
柄
が
英
国
に
引
き

渡
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
裁
判
が
英
国
本
国
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
雄
が
。

（※
‐２
）

諜
報
活
動
罪

（９９
条
）
を
含
む
ド
イ
ツ
刑
法
第
２
章

「反
逆
及

び
対
外
的
安
全
の
危
殆
化
」
に
規
定
さ
れ
る
犯
罪
類
型
の
多
く
は
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
部
隊
保
護
法

（Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
に
も
と
づ
い
て
、　
一
定
の
要
件
の

も
と
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
に
対
し
て
行
わ
れ
た
行

為
に
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、
本
件
の
よ
う
に
英
国
に
対
し
て
行
わ
れ
た

ス
パ
イ
活
動
の
取
締
り
に
も
用
い
ら
れ
る
。
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）
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り

に

本
稿
で
は
、
２
０
２
１
年
に
ド
イ
ツ
当
局
に
よ
っ
て
摘
発
さ
れ

た
４
つ
の
ス
パ
イ
事
件
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

先
端
科
学
技
術
を
標
的
と
す
る
経
済
ス
パ
イ
事
件
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
は
、
厳
密
に
は
２
番
目
に
紹
介
し
た
ロ
シ
ア
人
研
究

員
ス
パ
イ
事
件
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

に
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
が
２
０
０
名
近
く
の
情
報
機
関
員
を
ド
イ

ツ
に
送
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
事

件
は
氷
山
の

一
角
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
に
、
企
業
や
大
学
を
標
的
と
し
た
経
済
ス
パ
イ
事
件
が
少

な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
て
も
、
な
ん
ら
不
思
議
は
な
い
と
思
わ
れ

之つ
。本

稿
で
紹
介
し
た
４
つ
の
ス
パ
イ
事
件
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
外
国
の
情
報
機
関
員
に
協

力
し
た
人
物
が
、
ド
イ
ツ
刑
法
９９
条
の

「諜
報
機
関
の
工
作
員
活

動
罪
」
（諜
報
活
動
罪
）
に
も
と
づ
い
て
摘
発
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
同
条
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ
の
姑
象
が
営
業
秘
密
や
国
家

秘
密
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
外
国
の
諜
報
機
関
の
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

（た
だ
し
、
行

為
者
が
そ
の
諜
報
機
関
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
ま
で
は
不
要
）、

情
報
管
理
者
な
ど
の
対
象
者
へ
の
接
触
の
段
階
で
成
立
す
る
こ

と
、
ド
イ
ツ
国
外
か
ら
行
わ
れ
た
サ
イ
バ
ー
ス
パ
イ
活
動
に
も
適

用
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
刑
法
に
は
ド

イ
ツ
の
諜
報
活
動
罪
に
相
当
す
る
犯
罪
類
型
が
存
在
し
な
い
た

め
、
参
照
価
値
が
高
い
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
連
載
で
は
、
次
回
以
降
も
こ
の
諜
報
活
動
罪
の
規
定
を
手
が

か
り
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
済
ス
パ
イ
活
動
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ドイツにおける経済スパイ活動の現状と対策(ユ),8〔治安フォーラム ・22‐ 8〕  |″ 地政学の見方を知る(3)

地
政
学
の
見
方
を
知
る
９

・
完

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
か
ら
現
代
ま
で国

際
地
政
学
研
究
所
上
席
研
究
員

前
回

（６
月
号
）
は
帝
国
主
義
の
伝
統
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
マ
ハ

ン
と
い
う
海
軍
拡
大
論
者
が
出
て
き
た
こ
と
ま
で
を
紹
介
し
て
き

た
。こ

れ
ま
で
の
地
政
学
の
流
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
の
地
理
学
の
発
展

を

一
つ
の
柱
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
領
土
拡
大
を
横
に
見
な
が

ら
、
主
に
列
強
国
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
間
で
、
植
民
地
争
い
を
背

景
と
し
た
世
界
戦
略
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
姑
す
る
要
求
に
よ

り
醸
成
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
ま
ず
は
現
代
に
つ
ら
な
る

（古
典
）
地
政
学
の
基
礎
を
２０
世
紀
初
頭
に
ま
と
め
た
ハ
ル
フ
オ

ー
ド

・
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
と
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
に
適
用
し
て
現
代

奥
山
　
真
司

の
大
戦
略
論
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
た
ニ
ヨ
ラ
ス

・
ス
パ
イ
ク
マ

ン
を
紹
介
し
つ
つ
、
地
政
学
の
見
方
が
戦
後
に
大
国
ら
の
い
わ
ゆ

る

「大
戦
略
」
の
議
論
に
受
け
継
が
れ
て
現
代
に
も
使
わ
れ
て
い

る
様
子
を
描
き
つ
つ
ま
と
め
る
。

ま
た
、
最
後
に
地
政
学
全
般
に
対
す
る
強
烈
な
批
判
に
対
し
て

も
簡
潔
に
紹
介
し
つ
つ
、
今
後
も
古
典
地
政
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た

「地
政
学
的
な
見
方
」
は
生
き
残
る
こ
と
を
述
べ
て
ま
と
め
て
み

た
い
。

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
と

「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
論
」 ‐4,κ

′


